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優和の“相続”かわら版 

 

「相続税の申告と税務調査」 

 

相続の発生件数と相続税申告の数 

平成２９年中に亡くなられた方は約１３４万人で、このうち相続税の課税対象と

なった相続は約１１万２千件で、課税割合は８．３％となっております。 

相続税課税対象金額 

被相続人 1人当たりでは１億３，９５２万円となっています。 

相続税の税額 

被相続人 1人当たりでは１，８０７万円となっています。 

相続財産の中身 

相続財産の金額の構成比は、土地３６．５5％、現金・預貯金等３１．７％、有

価証券１５．２％の順となっています。 

税務調査 

平成２９事務年度(平成２９年７月～平成３０年６月)の相続税税務調査は、平成

２７年に発生した相続を中心に１２，５７６件実施し、このうち申告漏れ等があった

件数は１０，５２１件で、その割合は８３．７％です。 

大体１０人に一人が税務調査の対象になっていると思われます。 

 一件あたりの申告漏れ課税価格は２，８０１万円で、一件あたりの追徴税額(加算

税を含む)は６２３万円となっています。 

申告漏れ相続財産の金額の内訳は、現金・預貯金等が３４％と最も多く、続い

て有価証券が１５％、土地が１２％の順となっています。 

 


